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C O N T E N T S

・［R4年度女性エンパワーメント支援制度］

企画展「つなぐ人 つなぐ文－手紙に「見る」そのひとらしさ－」が開催されます



時代の変化とともに、日本でも浸透してきた「ダイバーシティ」とい

う言葉。働き方改革によりニュースや職場でも幅広く使われ多くの

人が何気なく使う言葉ですが、果たしてその本当の意味を正しく

理解できているでしょうか。ダイバーシティという言葉は、通常は日

本語で「多様性」を表し、性別
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企画展「つなぐ人 つなぐ文 －手紙に「見る」そのひとらしさ－」が開催されます

令和４年度女性エンパワーメント支援制度の事業として、教育学部齋木久美教授が企画に携わった

茨城大学五浦美術文化研究所所員企画展「つなぐ人 つなぐ文 －手紙に「見る」そのひとらしさ－」が

令和４年11月８日（火）より、茨城大学図書館本館１階展示室にて開催されます。

今回は企画展のお知らせとともに、齋木先生に企画の元となった研究について、ご紹介いただきます。

教育学部 齋木久美教授より

光圀の書について調べたいという学生との出会いが茨城の先達

の書に興味を持つきっかけで、授業で扱う書とは異なる、多様な地域

の書の世界にもっと触れたいと思うようになりました。小中学校の書

写研究が専門でしたので、知らないことばかりで、また「書」という切

り口で茨城ゆかりの人物に触れた文献も多くはありませんでした。

それでも、この方面に詳しい方の協力を得ることができ、2019年

に本県女子教育の魁である黒澤止幾と豊田芙雄の短冊の展示を行う

ことができました。このころから、短冊の書にも興味が広がりました。

右は芋銭の短冊です。迷いのない線で、「風光る鍛冶が(可)隣の」ま

で書き、次の「種」で墨継ぎをしています。墨の色、濃淡がきれいだと

感じました。

実は、河童の芋銭の手紙を最初に目にしたとき、ほとんど読めませ

んでした。しかし自在に筆が動き、線の勢いや強さ、墨継ぎ部分など

は見ていて飽きないと思いました。そこで、線を鑑賞するために手紙

を見る、そういう展示があってもよいのでは、と考えたことが、今回の

五浦美術文化研究所の所員企画展につながりました。

読まずに、まずは墨色や筆運びを見て楽しんでみましょう、という

企画です。お運びいただければと思います。

お申し込みフォームで事前予約の上、水戸キャンパスの図書館にぜひご来場ください。

［茨城大学五浦美術文化研究所 企画展紹介HP］

https://rokkakudo.izura.ibaraki.ac.jp/archives/1436
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